
一方,現実の社会に生起するもろもろの事象に も絶えず 目を向け る必要があると考えている.^文地

理学 も社会科学 としての一面を持つ と考えれば,全 く同 じことがいえるだろう｡ だか ら.新開の中に

関連テーマがあれば,客観的 を資料であれ .解説 ･分析記事であれ,授業で教材の一部 として利用す

ることにしている｡ ところが,学生諸君はそれ らの資料 .記事が出ていたことを余 り知 らない ようで.

聞いてみるとその日の新聞を読んで来た学生は極めて少 をVlのであるO

別に電車の中で読むことを奨めるつ もりは覆い し.忙 しい登校前に無理 して読むに も及ぼ覆いであ

ろ う｡ しかし,この地球の上で人 々が何を考え,どのように行動 し.それ らによって社会が現在 どの

ようを問題を抱えているのか,を正 しくとらえるためにも,新聞を是非毎 日読んでもらいたいと思 っ

ている｡そのことが,間接的に地理学の学習-の興味をよぴあこし,その奥行を深めることにもつ 夜

が るのではなかろうか｡

同 窓
∠ゝ
:Z言

内 藤 博 夫

八月の初めだったと思 うが高校時代の友人で.中′J､企業の経営者と在っているT君から電話がかか

ってきた｡来年の 3月で高校を卒業 してから満 20年に覆るので.それを記念 して同窓会を開 きたい.

つV,ては幹事の 1人に覆って くれ 覆いか,というのである｡ 20閏年 と聞いてシ ョックであったが,

昭和 33年卒であるから53年 3月に覆れば確かに満 20年が経過 した ことに覆る｡ T君から同窓会

の開催に協力 してほ しいと頼まれたときは.率直にいって大変なことに 在るなと思った｡ しか し旧友

と再会することの意義は理解できたので引受けることにした｡以来.幹事の集 Dは5回はどもたれた.

主 覆顔ぶれはT君のほかに運輸省勤務のA君 .銀行マンのS君 ,商社員のN君,科学機器メーカーに
務めているKさん らであった.Jl-ティ-の日時は 53年 1月 15日の 1時か らときまった｡会場は

母校所在地 .立川市のあるホテルのホールを借 りることに夜っプら 形式は同期会として行をうことVCなっ

たので.対象者は約 400人 (男子 300人 .女子 100人 ) で ある. 最初 に受 持 った仕事 は パ ー

テ ィを予告 す る手紙の印刷とその印刷物を高校の同窓会担当の先生の もとに届けることであった｡

印刷物ができ｣が ったので , 9月の初めに久 しぶ りに母校を訪ねた｡久 しぶ りといって も,多分卒業後

は じめて訪ねた ことになるのだと思 う｡毎 日のように中央線で通勤 していたがら.立川は通過するば

か りであった｡大学生を相手に している日常のためか,構内で 目にふれた高校生の表情がいかにもあ

どけ 覆く思われた｡

い よいよ1月 15日と覆った. この目はいうまで もなく成人の 日である.我々が卒業 した年に生 ま

れた赤ん坊はこの日に成人式を迎えたのである｡ 10年ひと昔とい うが.ふた昔がす ぎてしまったわ

けだ｡当 日はN君 らと受付 け をつ とめる ことに覆った｡開会の時刻が近づ くにつれて.少 し大げ

さにいえば全国か ら同期生が続 々と集まってきた｡受付けにV,れば どうして も多 くの旧友とあいさつ

をかわす ことになる.会費の徴収はそっちのけで話 し込んで しまう場面が しばしばあった. 何 しろ

2 0年ぶ りである｡ 男子 も女子もずいぶん変った｡貫寿のついた人もいれば高校生のときとほとん ど
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かわ ら覆い人 もいる｡顔 をみてもわからず,出席者署名簿に記入された氏名を見てはじめて顔と氏名が

一致 した人 もいた.出席者は来賓 としてお招きした先生方を含めて 135名 であった. A君の司会で

パーティーはとどこおりたく終了 した.パーティー終了 と同時に 自然発生的にクラス会 の呼びかけが

相次 いだの で, 会場の後始末をしたあと.別の会場で開かれた三年生のときのクラス会に出席してみた｡

今は都庁につとめておられる趣任の先生を囲んで,各人の歩んだ道が被露され.それぞれの持場で中

堅 として活躍 していることが よくわかり.大いに啓発されるところがあった｡

昨年の暮れには中学校の同窓会 も開かれ.旧交をあたためることができた｡今年いただいた年賀状

には同窓会をそろそろやろうでは覆いかと書かれてあるものが二つあった｡一つは大学 の教養課程時

代のクラスの友人か ら.いま一つは学部 3,4年生の頃のサークルの友人か らである｡ どうや ら我々

の世代 も同窓会を必要 とす る年令に達 したということの ようである｡

フィール ド･ワークの必要性 と楽 しさ

斎 藤 功

歳末の隠岐には春の木 と呼ばれ る椿の花 と撫子の可憐な花が咲いていた｡椿.白横 .ツワブキ,-

ゴロモヒ トツ-等がみ られる隠岐の沿岸集落は伊豆の沿岸集落に酷似 し,黒潮の影響を うける照葉樹

林文化圏の一部であることを私に印象づけた｡ しか し,詳細にみると,チシマザサの′ト群落の存在と

暖冬に しては早い初雪 とが私に隠岐の島々が日本海に浮かぶ島であることをしらせて くれた｡

隠岐の牧畑 を調査 したいとい う私の短年 の夢をか覆えて くれたのは ｢集中豪雨に伴 う崩壊が常畑

(閑地 :ケエチ)に与えた影響｣を島前の中ノ島(海士町 ),知夫里島 (知夫村 )で調査する友人の

好意に よるものであった. アワビ.イカをど新鮮を海の幸を賞味 し,夜のふけるまで友人と酒くみか

わし.隠岐島の成因,沿岸集落の諸相 ,牧畑の位置づけなどをわずか覆知識に想像力を交えて話 し会 う

のは.それがマンガチ ックで,独断 と偏見に富んだ ものだけに忘れ難い ものであった｡

牧畑の遺構は松や杉の林 と覆っている山林が急斜面に もかかわ らず段畑状に覆っており,現在でも

島民でありさえすれば.家畜の放牧権を有するため.山地のいたるところに垣が設置され.林間放牧

が実施されている事実か らうかがわれた｡ 現在でも利用形態は異 覆りこそすれ,清水牧 ･高田牧 ･空

牧 ･中牧 ･崎山牧 (海士町多井 ･崎地区 )･居島牧 ･西牧 ･中牧 ･東牧 (知夫村 )などの厳然たる牧

区が設置され.輪転式に利用されているのである｡たとえば,昔の牧畑について老人 (77才)にき

いてみると,

｢ヮシの若い時分には,この地区の山は殆ん ど牧畑で木 もなく,垣にする木材は焼火山まで船でとり

に行った もんだ｣｡つ まり,島前の中央火口丘と思われる焼火山は外輪山である中ノ島,知夫里島.

西の島の垣材供給地であり,その利用区分 もはっきり画定されていたという.だか ら.

｢ヮシが子供の時分VCは この山は殆ん ど耕作されており,家畜は地主さんから借 りていたんだ｡借 り

科は 『足一本 』といってを, 4頭の仔牛が生れてやっと1頭が 自分の ものに覆るんだ｡それに多 くの

宅地や山も地主さんのものであったか ら,牧畑を耕 した収穫物の 3/4は地主のもんだった｡ 地主の
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